
　 を実数とし とおく。１

　整数 に対して ア であり，したがって，

　 とおくと イ ウエ と表せる。

　 のとき， オ であり，
カ
である。

　実数 が を満たすとき， キクケ である。

　したがって，このとき
コ サシ

ス
である。

を実数とする。２

ア イ である。

次に とおくと ア イ である。

次の三つの場合に分けて考える。

　　　　 のとき， ウ エ である。

　　　　 のとき， オカ キ である。

　　　　 のとき， ウ エ である。

　 のとき， ク ケ である。

　 のとき， のとり得る値の範囲は
コ

サ
シ である。

　 となる の値は ス ，
セソ

タ
である。

【 日本留学試験 】日本留学試験試験対策数学コース１（数学コース２共通）数学Ⅰ１数と式　 　

-1-


